
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

             

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

  

令和 2 年 9 月 9 日発行 VOL.115 

連絡先 宝塚市野上６－2－１ ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ「ウエル西山」 

FAX 74－6825 

☆みんなで創るまちづくり☆ 

宝塚市西山まちづくり協議会 

『にこにこ しっかり やるき まんまん』 

宝塚市立西山小学校 校長  中村義孝  

 

４月に西山小に着任して以来、コロナ対応に終始しているような気がします。 

そのような中ですが、子どもたちの学校生活が、明るく楽しいものになるよう 

にしていきたいと考えています。その一助となることを願って、手始めに西山小の校章をもと 

にして「ニシヤマン」というキャラクターを作りました。今、学校の様々な場面に登場して活 

躍しています。学校ホームページでも紹介しているので、一度ご覧になってみてください。 

また、西山小には「にこにこ しっかり やるき まんまん」という、とても素敵な合言葉 

があります。平成９年から使われているそうです。今年は、合言葉のポスターを作り直し、各 

教室に掲示してもらっています。子どもたちにもこの言葉をしっかりと定着させたいと思いま 

す。そして、地域の方々誰もが知っている、そんな合言葉にしていくのが今年の目標です。今、 

「開かれた教育課程」として、地域と学校の連携の重要性が指摘されています。宝塚市においても、「コミュ

ニティスクール」の取り組みが進められているところです。西山小でも、地域とのパイプをしっかりと太く

して、地域、学校全体で「にこにこ しっかり やるき まんまん」を進めていく、そんな１年にしていき

たいと思います。ご支援ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

  

 

コミュニティ西山 会長 久保田洋一 

 

新型コロナウイルスの影響がまだ続いています。今年の総会も、評議委員の皆さまのご 

尽力により、7月 8日に無事に開催していただきました。ありがとうございました。 

コミュニティ西山の定例の取組みも、バスツアー、聖天さん盆踊りの協力（お菓子の袋詰め）、ふれあい西

山まつり、遊歩野会（ハイキング）、スポーツクラブ 21西山など、中止または中断を余儀なくされているも

のがあります。それでも毎月第 1金曜日午後のドリーム西山（コーラス。ウエル西山）はハミングで実施、

火曜日午前中の出前運動講座（ウエル西山）、水曜日午前中の介護予防体操教室（宝会館）など、感染予防対

策をしつつ徐々に再開するものも増えてきました。今後とも状況を見極めながら、できることをしていきた

いと思います。 

西山小学校区にお住いのみなさま、耐えていかなければならない時期であると思いますが、お隣同士、感

染防止に気をつけて声をかけあうなど、つながりを大切にしていきたいものです。そしてくれぐれも、どう

ぞご自愛ください。 

 

『 今できることを 』 

「ニシヤマン」 



 

 

「西山まちづくり計画」は、宝塚市立西山小学校区に位置する、わたしたちのまちのあり方や今後の住民活動の

指針となるものです。2017 年 12 月のコミュニティ西山の運営委員会で報告して以来、住民アンケート、小学生

アンケート、住民説明会、まち歩き、パブリックコメントなどをしてきました。まちづくり計画策定委員会は 11

回にわたり開催しました。このたび計画が完成しましたので、一部を報告させていただきます。皆さま、ぜひご一

緒に住み続けたいまちを創っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■詳しくはブログをどうぞ https://takarazuka-community.jp/nishiyama/ 

 

 

 

「ホタルやトンボ、小鳥が飛びかう こころ豊かなまち にしやま」 

 

 

 

 

（1）  安全安心のまちづくり  

「災害時死者ゼロをめざした減災の取り組みと、日常の安全の確保を進めます」 

(１) 防災 
〇防災訓練・避難訓練の充実 〇ブロック塀対策(危険性周知・撤去・生け垣促進） 〇火災予防の啓発継続  
〇地域防災計画の策定検討 〇一時的緊急避難所の周知継続 〇要援護者支援・ご近所見守り体制の強化  
〇障がい者の避難所のあり方検討 〇備蓄倉庫の点検・周知 〇要援護者と個人情報のあり方検討  
〇土砂災害危険区域の周知 

(２) 防犯 
〇西山交番、小林交番、逆瀬川交番との連携 〇日常的な声かけの実施・あいさつ運動 〇民生委員・児童委
員との協力 〇防犯パトロールの継続 〇空き家及び空き家対策の情報共有 〇門灯点灯運動 

(３) 交通安全 
〇車のスピードを落とす工夫促進 〇生活道路ではスピードを出さない 〇植木や生垣をはみ出さない手入れ
〇交差点・バス停の安全対策要望 〇カーブミラー・ガードレール要望 〇荒地西山線の安全対策 〇踏切の
改良・拡幅要望 〇市道野上通り線バス停新設 〇路上駐車対策 〇交通安全(マナー)教室 〇登下校見守り継
続 〇小林駅周辺のあり方の検討 

（2）  健康推進のまちづくり  

(１) 「誰もが生き生きと暮らせるよう、日常的な健康推進の取り組みを進めます」 

(２) スポーツ・健康 

〇スポーツクラブ21西山の活動継続 〇出前運動講座・介護予防体操教室・百歳体操・ラジオ体操の継続  

〇小学校のクラブ活動の支援継続 〇病院情報・救急情報・福祉サービス情報の広報 

・第 10回策定委員会 2019 年 11月 24日(日)：西山創造会議と同時開催：まちづくり計画の加筆修正・

市役所担 当との協議事項など。 

・第 11回策定委員会 2020 年 2月 23日(日)：最終内容確認など。 

地域
ま ち

の将来像  
 

基本目標と具体的な取り組み 

 
赤トンボ「ミヤマアカネ」のイラスト 

第 10回 委員会の会議風景と全体発表 第 11回 委員会の板書とエア～ハイタッチ 

https://takarazuka-community.jp/nishiyama/


（3）  環境保全のまちづくり  

「逆瀬川の自然や住宅地の自然を守り育てる取り組みを進めます」 

(１) 逆瀬川などに親しむ取り組み 

〇逆瀬川に親しむ取り組みの継続 〇ミヤマアカネを学ぶ活動継続 〇ピカピカランドの取り組み支援 〇荒

地西山線整備に伴うピカピカランドの自然再生 〇家庭排水を汚さない配慮 〇支多々川の魅力向上 

(２) 花いっぱいのまちづくり・緑の多いまちづくり 

〇公園や花壇の管理継続・活用 〇農園の環境維持 〇桜の復活・日陰の復活 〇オープンガーデン促進 

(３) まちのルールなどの啓発 

〇地区計画の周知 〇ごみ出しルールの徹底 〇ペットのマナー対策継続 

(４) 原風景の保全・創造 

〇まち歩きでお宝探し 〇道のシンボルづくり 〇西山小ポプラ復活の検討 

(５) 環境負荷の軽減 

〇太陽光パネルの設置促進 〇井戸の設置促進 〇雨水利用の促進 

（4）  文化交流のまちづくり  

「文化芸術に親しめる機会を維持し、多世代交流・多文化交流を意識した取り組みを進めます」 

(１) 芸術にふれあう交流活動の推進 

〇ニューイヤーコンサートの継続 〇ドリーム西山の継続 〇様々な芸術活動の支援 

(２) サロンを中心とした交流の場づくり 

〇ふれあい・いきいきサロンの継続と周知 〇にしやま倶楽部・宝会館活動・宝梅クラブ活動の継続 〇新たな
サロン・居場所づくりの支援や相談 〇リスク・責任・保険の検討 〇コミュニティビジネスの検討 

(３) 多世代交流 

〇ふれあい西山まつりの継続 〇わいわいフェスティバルの継続 〇行者山登山と交流会の継続 〇聖天さ
ん、宝塚神社などお祭り支援 〇歴史を学ぶ取り組み 

(４) 多様性の尊重 

〇多様な人同士の交流の場づくり 〇多様性の理解 〇人権学習 

（5）  地域福祉のまちづくり  

「助け合いの精神にもとづく要援護者対策・ささえあい、子育て支援、終活に向けた取り組みを進めます」 

(１) 要援護者支援 

〇見守り活動・支え合い活動の継続 〇あいさつ運動の継続・井戸端会議の促進 〇病院情報・救急情報・福祉
サービス情報の広報（再掲） 〇民生委員・児童委員と住民の協力体制の充実 〇コープこうべ移動販売・買い
物バスの広報・利用促進 

(２) 子育て支援 

〇登下校見守り継続(再掲) 〇西山っ子遊ぼう会の支援 〇各就学前施設の子育て支援情報の周知 〇子ども
たちの居場所づくり 〇野上児童館との連携強化 〇夏休みこども教室の継続・充実 〇アトム110番の確認
と充実 〇コミュニティスクール実施に向けた情報共有 〇アレルギーについて情報共有と対応 〇昔の暮ら
し体験・遊び体験支援 

(３) 終活に向けた取り組み 

〇終活講座・エンディングノート作成支援 〇墓じまい・お寺・葬儀店・遺産相続など情報共有 〇空き家及び
空き家対策の情報共有（再掲） 

（6）  広報活動  

「広報紙の充実と自治会広報との連携、ポータルサイトの充実をはかります」 

（7）  自治会・PTA・コミュニティ活動  

「自治会・ＰＴＡ・コミュニティ活動の連携を維持・強化し、事業所との連携をはかります」 

(１) 自治会・PTA・個人との連携 

〇運営委員会の継続 〇地域人材の発掘・次世代リーダーの育成方策検討 〇 PTAとコミュニティ、自治会と
の連携強化 

(２) 企業・事業所との連携 

〇企業・事業所の災害時一時的緊急避難所として役割確認・情報共有 〇福祉事業所との連携 

 

広報活動の継続・充実 

〇広報紙の発行継続 〇ポータルサイト情報発信の充実 〇自治会活動の広報の充実 〇知り合いを増やす活
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にしやま倶楽部のご案内 

場所 宝会館 1階 

10 月 「秋の寄せ植え』  

日 時  10月 15日（木）13:30～14:30 

参加費  1,500円 （材料費代込み） 

締め切り 10月 10 日（土） 

11月 『クリスマスリース作り』 

日 時  11月 19日（木）13:30～14:30 

参加費  1,700円 （材料費代込み） 

締め切り 11 月 14日（土）  

12 月 『お正月用アレンジメント作り』 

日 時  12 月 17 日（木）13:30～14:30 

  参加費  1，700円 （材料費代込み） 

  締め切り 12 月 12日（土） 

＊すべての申し込み先 大崎  TEL 74-3905      

FAX 74-3906 

＊コロナの感染状況をみて、材料と作り方の 

説明書の手渡しになる可能性がありますことをご了

承ください。 

令和２年度役員・正副運営委員長 

会 長 久保田洋一 会 計 生嶋 恭子 

副会長 大崎 裕子 〃 中谷 真理 

〃 山口 英次 〃 松岡左知子 

庶 務 梅山久美子 〃 吉田 久恵 

〃 阪本 晴美 会計監査 神田 尚彦 

〃 宮根 恵子 会計監査 和田 寛 

    

運営委員長 松岡左知子 運営副委員長 中谷 真里 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<本会計の部>                                （単位 円） 

          科       目 予算額 決算額 備  考 

収 

   

入 

前年度繰越金 521,028 521,028   

宝塚市補助金（１～３号） 386,000 386,000   

まちづくり計画補助金（４号） 170,000 170,000   

寄付金 40,000 45,000 自治会の寄付金 

広報代 5,000 5,000 ｽﾎﾟｰﾂ 21 広報代 

預金利息 10 7   

雑収入 60,000 53,801 チケット収入等 

 合     計 1,182,038 1,180,836   

支 

   

出 

宝 １号組織運営事業 120,000 139,044 用紙代他 

塚 ２号広報発行事業 130,000 118,343 印刷代他 

市 ３号ふれあい西山まつり 15,000 28,492 交通費、消耗品代 

補 ３号ふれあいコンサート 110.000 115,600 演奏者謝礼他 

助 ３号わいわいフェスティバル 50,000 541 消耗品代 

金 ４号まちづくり計画対象事業 170,000 174,460 出演者謝礼他 

  対象外事業 60,000 36,104 消耗品代等 

  協賛金 20,000 20,000 西山まつり他 

  次年度繰越金 507,038 548,252   

 合     計 1,182,038 1,180,836  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今年の総会は書面決済が多い中、当まちづくり協議会は顔を合わせ、実施されました。自治会代表で構成される
26 名の「評議委員」。17 名の出席、5 名の委任状にて、昨年度の決算及び今年度予算・事業計画・役員案が議決され
ました。新しい役員・委員で出来ることを今年度も皆さまと一緒に楽しく、賑やかにと・・・。 
コーラス「ドリーム西山」・出前運動講座・にしやま倶楽部・介護予防体操教室等々、充実したプログラムを考え

ております。皆さま多数のご参加を心よりお待ちしております。 

 

<社会福祉協議会の部>           （単位 円） 

 科      目 予算額 決算額 備    考 

収 助成金 308,000 308,000  

入 合    計 308,000 308,000  

 基本活動 180,000 146,499 バスツアー･コンサート 

 ステップアップ 20,000 20,856 校区ネットワーク会議他 

支 

 

 

重点活動 75,000 90,575 出前運動講座講師料他 

 印刷代 16,000 31,691 インク代他 

出 福祉部会 15,000 18,379 お茶代、消耗費代 

 予備費 2,000     0  

 合    計 308,000 308,000 

 

 

,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 決算報告 

 

【 編集後記 】  

 『雨雲が近づいています』スマホにお知らせが入りまし
た。すると冷たい風がスーッと流れ、黒い雲が広がり「来
るよ！来るよ！雷様が来るよ !!」落雷と激しい雨。「早く！
オヘソを取られるから、隠して雨宿りしようか」 一緒にい
た孫が大笑い。「オヘソを隠す？一体なぜ？？」と。 
 なぜ？『① 雷が起こる前は急に気温が下がるので、お腹
を冷やさないようにと戒めの為。② オヘソを隠すには前
かがみになり、体が小さくなり雷様が落ちにくくなるよう
にする為』 
 「オヘソなんて必要ないから取られてもいいよ」と。「で
も取られる時痛いやん！この雷で梅雨明け、夏が始まる
よ」「え～スマホにお知らせ？」と。「ちがうで～これは先
人の生活の知恵というものや。長いあいだ語り継がれてき
ている。間違いないで スマホがない時代やから」「へ～雷
様、オヘソ、先人たちね～。。。」 
 振り返ると虹が出ていました。     【く～やん】 
 
 

 この春から遊歩野会が、コロナ禍で止まっています。こ
れからも先が見えず、とりあえず自分の身を安全に保つこ
とが大切と・・・という理由で、今年いっぱい歩くことを
中止とさせていただきます。このような時だからこそ、心
身を健康に保つために歩くことが Best なことと考えてい
ますが･･･。残念ながら･･･。 
来年、新年から様子を見て実施したいと思います。 


